
事 務 連 絡 
平成 30 年７月 20 日 

公益社団法人全日本病院協会 御中 

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部 

障 害 福 祉 課 
精 神 ・ 障 害 保 健 課 

平成三十年七月豪雨による災害についての特定非常災害及び 

これに対し適用すべき措置の指定に関する政令等について 

平素より、障害保健福祉行政の推進に御尽力いただき厚く御礼申し上げます。 

昨日、別添の事務連絡を各都道府県、指定都市、中核市に送付しております

ので、ご連絡いたします。 

貴団体におかれましても関係者への周知を図っていただきますよう、よろし

くお願い申し上げます。 
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  事 務 連 絡  

平成30年７月19日  

  

  都 道 府 県 

各 指 定 都 市 障害保健福祉主管部（局） 御中 

  中 核 市 

 

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部 

障 害 福 祉 課 

精神・障害保健課  

 

 

平成三十年七月豪雨による災害についての特定非常災害及び

これに対し適用すべき措置の指定に関する政令等について  

 

 

「特定非常災害の被害者の権利利益の保全等を図るための特別措置に関する

法律」（平成８年法律第85号。以下「法」という。）第３条第１項及び第２項の

規定により、特定非常災害の被害者の権利利益であって、その存続期間が特定非

常災害の発生日以後に満了するものについては、告示で定めるところにより、当

該権利利益に係る満了日を延長する措置をとることができるものとされていま

す。  

今般、「平成三十年七月豪雨による災害についての特定非常災害及びこれに

対し適用すべき措置の指定に関する政令」（平成30年政令第211号）により、平

成30年７月豪雨（以下「当該災害」という。）が特定非常災害に指定されるとと

もに、法第３条第２項の規定に基づく厚生労働省告示（「特定非常災害の被害者

の権利利益の保全等を図るための特別措置に関する法律第三条第二項の規定に

基づき同条第一項の特定権利利益に係る期間の延長に関し当該延長後の満了日

を平成三十年十一月三十日とする措置を指定する件」（平成30年厚生労働省告示

第276号。以下「告示」という。））により、厚生労働省関係の一定の権利利益

に関する満了日について、当該災害の被害者による延長の申出を必要とせずに、

一律に平成30年11月30日まで延長する措置を講ずることとしました。  

  

これに伴う障害保健福祉に関する法令の運用における留意点等は下記のとお

りとなりますので、御了知の上、管内市町村、障害福祉サービス等事業者、医療

機関等への周知をよろしくお願いいたします。  

全日本病院協会　医療行政情報 
https://www.ajha.or.jp/topics/admininfo/

Administrator
テキストボックス
別   添



記  

 

第１ 満了日の延長を行った権利利益  

 

１ 告示により満了日を延長した権利利益については、別添のとおりであり、そ

のうち障害保健福祉に関する権利利益の延長を行ったものは次のとおりであ

る。  

（１）児童福祉法（昭和22年法律第164号）関係 

○ 指定障害児通所支援事業者の指定（特定被災区域内に在る事業所に係る

ものに限る。）（第21条の５の３第１項） 

○ 障害児通所給付費等の通所給付決定（第21条の５の５第１項） 

○ 指定障害児入所施設の指定（特定被災区域内に在る施設に係るものに限

る。）（第24条の２第１項） 

○ 障害児入所給付費の入所給付決定（第24条の３第４項） 

○ 指定障害児相談支援事業者の指定（特定被災区域内に在る事業所に係る

ものに限る。）（第24条の26第１項第１号） 

 

（２）精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和25年法律第123号）関係 

○ 精神障害者保健福祉手帳の交付（第45条第２項）  

 

（３）障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成17年

法律第123号）関係 

○ 介護給付費等の支給決定（第19条第１項） 

○ 指定障害福祉サービス事業者及び指定障害者支援施設の指定（特定被災

区域内に在る事業所又は施設に係るものに限る。）（第29条第１項） 

○ 地域相談支援給付費等の支給決定（第51条の５第１項） 

○ 指定一般相談支援事業者の指定（特定被災区域内に在る事業所に係るも

のに限る。）（第51条の14第１項） 

○ 指定特定相談支援事業者の指定（特定被災区域内に在る事業所に係るも

のに限る。）（第51条の17第１項第１号） 

○ 自立支援医療費の支給認定（第52条第１項） 

○ 指定自立支援医療機関の指定（特定被災区域内に在る指定自立支援医療

機関に係るものに限る。）（第54条第２項） 
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第２ 留意事項  

 

１ 特定被災区域内に居住地を有する者については、現に介護給付費等の支給

決定等が行われており、かつ、当該支給決定等の有効期間が平成30年６月28

日から同年11月29日までの間に満了する場合には、当該有効期間を同年11月

30日まで延長することとなる。なお、現に障害支援区分の認定を受けており、

「介護給付費等の支給決定について」（平成19年３月23日付け障発第0323002

号）において示している障害支援区分の認定の有効期間が、平成30年６月28

日から同年11月29日までの間に満了する場合においても、当該有効期間を同

年11月30日まで延長することとする。 

また、特定被災区域内に事業所又は施設を有する者及び特定被災区域内に

指定自立支援医療機関を有する者については、現に指定を受けており、かつ、

当該指定の有効期間が平成30年６月28日から同年11月29日までの間に満了す

る場合には、当該有効期間を同年11月30日まで延長することとなる。  

 

２ 特定権利利益に係る満了日の延長措置は、法に基づく特別措置であり、当該

災害の発生前と同様に、障害保健福祉に関する法令により許可等の更新を行

うことのできるものについては、告示による満了日の延長措置にかかわらず、

障害保健福祉に関する法令に基づき許可等の更新を行うこととするよう御配

慮願いたい。  

 

 

 

（資料）  

別添：特定非常災害の被害者の権利利益の保全等を図るための特別措置に関す

る法律第三条第二項の規定に基づき同条第一項の特定権利利益に係る期間の

延長に関し当該延長後の満了日を平成三十年十一月三十日とする措置を指定

する件（平成30年厚生労働省告示第276号）  

 

参考１：特定非常災害の被害者の権利利益の保全等を図るための特別措置に関

する法律（平成８年法律第85号） 

 

参考２：平成三十年七月豪雨による災害についての特定非常災害及びこれに対

し適用すべき措置の指定に関する政令（平成30年政令第211号）  
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する被災 す認被災 者る業者る被災 する被災 する被災 者者る被災 する被災 する被災 者る被災 所を被災 所を被災 所を被災 所を被災

者区 者る機証区 の療医区 者区 者区 主の薬医区 者区 者区 区 有区 有区 有区 有区

域内 関の域内 主機域内 域内 域内 たる等品域内 域内 域内 域内 する域内 する域内 する域内 する域内

登に たる器等に 事のに 者に 者に 者に 者に

事務所
録お

事務所のそ 製造所 事務所 務所造製その 造製所 事務所
薬 主 主 主 主

のい
造製製の 局 た た た た

申て が販製 を る る る る
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平成30年ア月 19日木曜日
rムー，
§ 幸日 （号外特第 14号） 4 

第る労働 係る環的第二築建 に母 る製薬医 修理薬医 係機薬医 務業業薬医 のも業薬医 療医薬医 のに療医薬医
五法 基子 J品 る器

第条一律（昭遣者派
も境十干王物

養づく保健法
の品 業品 も等品 に配品 に配品 等製品 限等製品

ののに
販売療医 許の療医 のの療医 係置医療 限置療医

に確お に販 る販 る販 品療医 Jる品療医

項和事業 限保第十け
育療医和（ 昭

業機 可機 限売業機 も売業機 J売業機 外機 の機
の六 るにる

許の器等 特〆「苦等百 製国器等 造製器等規十の J関二衛 Jる又器等 のにに器等 を等苦百

定年法律適
す条生 の四 可第法

被災定第法四
は第法 限限第法 除く第法 造業者第法二 業の第法に正

事る二の環的 給付十年 るる
基な 特四 貸与三 ））ー ）ー 許二

づ第運営 業第境
養又は第法律 被災定十条の 域区内十条の

業十 の十 の十 の十 可十
く八 のーの の九 許可条四 許可条四 認定三条 特条労十の 登項確 許条

働者派八号確保
録の保 育百

域区内第五一
可第

特（定第項一 特（定第項一
の

被災定二十の
」ー

特（規定関に 療医十四
在第
る一 特項 十

被災定基づにす法る
に項
事業所項規の 被災定規定の

被災の 被災の 四
域区内第二一要す号） 在の 第

る規 区規定 区規定

の詰労働者 域区内く律
る第

営業所基定に
に定

域区内基づに
域内に 域内に 項 に項

言可午遣北官派の 築建（昭
費二 係に の 在の
用十 る基 に基づ に基づ 子島 る規

に物和 の第条 にづ もづ にく おく 在く 定
造製所基定に些喜 在に四 係く のく 在る度高 てい薬医 店る薬医

るお十 支給一 る再 に医 基
と等

営業所け五
項 も生

限る機療 営業所管理医
行品 舗品 づ にづ

いに
衛る年法 の のに療医 わの にの く 係く

う関 規 」J。吾ロ首ロ れ販 係販 再 る再
Jす に生律 定 限等 の に療 る売 る売 生 も生

了当十所被てを遣項十等者運労 を特 を特 を特 を特 を特 業特 有特 務製造特 を特

す許該可年を災い受第法の三平成のの営働者派
る 九有す域区るけ 規定号） 一保護の
者月 者た五 二部確

有する被災定 有する被災定 有する被災定 有する被災定 有する被災定 務行を被災定 す者る被災定
所造す被災定
在が販売再る 有する被災定

をの二る内でも第条に附十を等保及び遣事業
除有効十もにあの よ第則七改に
く 八の主っとーり 年正関

者域区内 者域区内 者域区内 者域区内 者域区内 者う域区内 域区内 者る業者の療生医域区内 者域区内

J期日 たてみ項労働者三第法律すす遣派労の 主等製に
閉まる、なの るる適

営業 住居 営業 事業 営業 お 店舗 たそ 造製がで平成事特さ許第条 法法正 v' る品の
満に三務定れ可派一七律律働な 所 地 所 所 所 て を 事の製 所

の業介護保 特（定介護保 許設の介護保 交付の介護保 指者の介護保 係るも介護型介護保 Jる事スビ介護保
祉介 者介 に型介 事介 介

介護保 介護保 基づく介護保
限に係に 施設護保 指の護保 限サ護保 業者護保 護保る｜

るる法第険 被災区第法険 特可（第法険 第法険 特定（第法険 のに予防第法険 業者の第法険 指定の第法険 特定（第法険 J事スビ第法険 指定の第法険 第険法 第法険 法第険 介護要法険J指定
限サ

事業者百十五
域内百七
被災定十九四

ノム＼ 

被災定五十八
る1五 指五

特（定十八四 被災定十六四
業者十四
特（定十一四

十 認定平成
十 Jビ十 定士 十 十 九

に条 九 ス四 の二 八 条 九
の条 在第

域区内第条ー
条
域区内第条ー 事業者条二の 蒔定第条 被災第条 域区内第条ー 指定条の 被災第条 第条 第条 第

年法律
指定四の る一 の
施項 七 区一 区一 項被一

特被定第項一特（定十五の
設の に項 第 に項 の第

災区望中文
域内項第 に項

域内に項文本
項 項 の 第

係に規定 在の 在の 指定項一 在の の の 規定 百
る規 項 る規 る規 子島 子島

域の
被災三第
るに 施定 の

事業所基定に 特（定文本の
在号
事業所基定に

災文本 在の 定 定 十

のも基づ 設に 規定
内 るの 事る規定 基つ区一 に基 に車 施規 域区の 基 基 号

域内項の 限るに介護く
係づ にづ

被災規定
在f~ 設定 にづ 内に規定 業所に づ づ く

るも介く 基つ 係く
る」
にに 係く く く

要支 第十
に規 る指 区に 事警 係基 る指 在に に基づ 要

介護要在定 ~ 療医院 のに護老 介護く のにも介護定 域内基づ
業く るづ

のにも定居宅
る基つ 係く 支援

援 九
るに

所事にゐ持定護介

もく
事業く るも指定 認定 第条

事基 限人 にく の指 更 更

業所づく の
Jる保健施 支援専 J限る支予防 在事る指地定 限るに介護定 限Jる介護支 所係に指地定

のに居宅
新 新

開 認定 認定 項
に第 設 も予 限サ の
係ー の 設 員門 援事業 業所に域着密

の防 J老
援事業 るのも域着密

る｜
規定

るも事号 許可 の にサ 人 Jビ
開 吉正 限｜ 福 ス

有を特定 有す特定 有す特定 員の域区を特定の知有 有を特定 有を特定 有を特定 有す特定 有を特定 有を特定 有を特定 有を特定 有を特定 有を特定 有を特定

する被災 者る被災 者る被災 登事をす被災
録か包る

する被災 する被災 する被災 者る被災 する被災 する被災 する被災 する被災 する被災 する被災 する被災

者区 区 区 をら括者区 者区 者区 者区 区 者区 者区 者区 者区 者区 者区 者区

域内 域内 域内 受介護支す又域内 域内 域内 域内 域内 域内 域内 域内 域内 域内 域内 域内
けるは
て都特に

事業所
施 施

いる援専道府被災定住地居 事業所 事業所 事業所
施
事業所 事業所 事業所 住地居 住地居 居住地 住地居設 設 設

を を 者門県 を
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5 平成30年ア月 19日木曜日
rムー，
§ 幸日 （号外特第 14号）

働者法る労働 支給厚生等人国中 号）難病 療医追く第十（平特定 しく法同置法新型 支の（平肝炎特定 被定第条さと則附康健 のも機療害障 支の害障 のも特定害障 限る相談害障 援給害障 在サ障 十九成十害障る｜害

遣事派等律の遣者派 請の申令第省特及び残留邦
第の 費加給付三成B は第（平成イ 給の成二感被染フイ 災域区項第一れた同第三百保法険 に関者総ム口、 給認定者総合 限るに相刊定H火者総A 口 J支援事者総合 右付費寺手テξ者総ム口、

事業所ビ者 第条七者七患 又 一型 遺族四 ン 限の ス総
条者 は 第条ー十肝 条フ 請十ブ る指 事合 一年法の日

業一事業 六配偶定人
第に
高検金一三炎

一第二ル
求年法律害者リ 内＝第法十条等 ~ 特定（支援法 支援法 J支援事支援法 業者の支援法 給付の支援法

又は業者支 項の第律常生の部 十等
項一対す 、項年法 時金一十エ に号 の

実をの 三の 定、 7 号ーン をゲノ 在の二のー 施又援 規百活
施改適 号者円 のる

査手期検査第十第律ル 又の年法律ザ 第救済すン る規定十二部 被災定第五十
第
業者第五 指定第五 決定第五

設は法 定一及び
正正 の滑 規定療医 は同療医 予防 二 剤製 施六第を 五 に指定塑 に十
すな 第白な 当四百ス 設に条一改 十 の十

（特定被一条のt 

十 係ー
基づ三号社会

る運営 十立帰 に等 の費第条二感 第条費第九種接
）号る及び に基つの項正

域区内第条四 指定一条 る害者障十
三の国

基づ関に
支給 、 十染 第た 係 規定のす 条第 条 も 九 介く 。生

法律の 条支の 母一六z五会十に 七め特 るく規る

特被（定第十七の

の の 条 以活

附確保 第ー援に促進 くす の子感染項号）付 号療医八よ 第条の定 も指介定に定法律
災十 五

限にる支援施宅明百 護給付下を
特定法る 請求 又は第ム事 の号る のょに 在項 項 域区第四

第
「障総合第則 項関並 葬手健 一給付液血

限ピ設療義改るよめ（平成t 
るの の

六及び のすび
医療費律（ 平 祭料当、第三康被E乞

項金凝
指定自規定に

規定 災一 内一 項 。設の
等費害者総的に

第条遣派 規定るに
止防第十八ω市

のの第固 る正な 域区項第 に項 の
）規

医五番支
の定

法永 の同条 規支 J 前お 在の 子島 指f~ の支

項一の労働者 に行律施住帰
の成 療費第条項ーあに合 給付第条第一の 定給医 型のそ八 立基つ 基つ

内一 る規定 定 定」
支給決支援合援する支給二十 にに因 療医介護効の年法

に号 基
基づ 国 、一、関 の四項救済 基関子 支援く く 在の 事業に 基 蒔づ

規定の く規し 二品定t百Eノム＼ 
世帯内項の塑よする 求請遺号の規定のす関に

づす剤製 施設保法険力を第律 機療医指定白 主自L る規定 所に基づ づ
被災定指定く
定法た

に護保 i白L則た 年法
くる

事業に
く め

（平成中
規一特 追特に の有八 支 係く 地 との

基づ等に 律第 感染防定差用別
族年金基づに特別る 加給付別措よる 指定第四する三十

関立 援
所に基づ るも指定 域相談 域区内福害障 いう法律

支度金六残留国 に措
係に支援 療医く関 五 基置 置C 特（十も号） 係く のー

第平労す の年邦 十 止づ司法 若く措 金法型 八の る医 費 る指 に般 支 に干止

事特 を特 を特 を特 を特 を特 有特 者立特 を特 を特 を特 を特 又特 を特

務所を被災定 有する被災定 有する被災定 有する被災定 有する被災定 有する被災定 す者る被災定 支援医被災定 有する被災定 有する被災定 有する被災定 有する被災定 施設は被災定 有する被災定

有する域区内 者域区内 者域区内 者域区内 者域区内 者域区内 域区内 機療関域区内 者域区内 者域区内 者域区内 者域区内 有すを域区内 者域区内

者に をに るに
主

住居 居住 住居 住居 住居 施 有す指定 居住 事業 事業 住居 者事業 住居
た 日完
る 地 地 地 地 地 を る白 地 所 所 地 所 地
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溺
m
霞
》

臨－
F
p
a
ζ
の抽敵
陣聞
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰

則
の
過

mに
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
・

一

円濁
繍
省
銀
魔
法
の
－
mm改
正
》

一

歯
周
回
犠
道
織
省
敏
憲
滋
《
昭
和
＝
十
四
年
法
修
第
百
五

十
中
a’
v
の
一
価
＊
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
・

一

第一
－gmの
－－

m－a
機
雷
同
穴
十
九
号
を
次
の
よ
う
に
夜

め
る
・
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六
十
大
紛
舗
の
航
行
の
安
念
の
櫨
保
及
び
獅
抽
停
の

拘
磁
の
防
止
に
係
る
外
国
総
飽
の

E
a・
に
闘
す
る

、
』
晶
、

期
岡弘

mm－
一環
ψ
第
三
十
阜
市
の
－

z－捌
0
．
第
二
十

四
号
の
七
の
次
に
次
の
－

eを
加
え
る
．

二
十
聞
の
八
外
国
船
船
に
立
ち
入
り
、
船
Mmの
航

行
の
安
全
の
信
保
及
び
海
停
の
汚
聞
慌
の
防
止
に
闘

し
長
級
固
に
質
問
を
し
、
基
ぴ
必
擾
な
処
分
を
事

る
こ
＆
．

郷
田
十
4m－m
－
項
第
四
十
二
a
qL
Z
次
の
よ
う
に
改
め

A
v

・四十
ニ
紛
劃
閣
の
航
行
の
安
全
の
信
保
及
び
海
洋
の

符
犠
の
防
止
に
係
る
外
国
船
創
の
監
督
に
陶
寸
ゐ

’
』

L
f

田．

恵
”
大
臣

内
圃
剛
健
思
犬
医

‘蛙π
且
曹
之

岨
情
家
健
太
郎

” 

” 

~ 

• 

平
成
人
与
六
月
十
四
8
内
問
総
理
大
臣

関
本
憶
太
郎

周波
織
餓
八
十
遺
品
市

特
定
曲
作
常
災
－
’
の

m－
’
省
の
姻
剃
利
益
の
保
全
軍
曹

を
図
る
た
め
の
特
別
倒
置
に
閲
す
る
法
修

《－
m
旨
v

hm－
a
m
ζ
の
法
抽
河
は
．
M
W
足
跡
常
災
害
の
彼
審
者
の
指

一
刻
剰
益
の
僚
会
盤
曹
を
関
る
た
め
、
特
定
非
常
災
害
示
発

一
生
し
た
場
合
に
お
け
る
符
敏
ょ
の
幅
削
利
益
に
係
る
満

a

了
自
の
延
長
、
鰻
起
り
き
れ
な
か
づ
た
線
量
切
に
係
る
免
責
．

法
人
の
敏
組
茸
血
曹
の
符
側
、
民
世
帯
偶
停
法
（
昭
和
二
十

六
年
総
得
第
三
官
－－
十－－

evに
よ
る

mawの
申
立
て

の
手
徹
料
の
特
例
及
ぴ
惣
繍
揖
＠
訟
〈
昭
和
＝
十
亙
年

法
館
第
二
百
＝
き
に
よ
る
応
急
仮
政
住
宅
の
存
続
期

聞
の
特
例
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
，

《
特
定
抑
常
災
賓
及
び
－

ZHに
対
し
迎
用
サ
ベ
会
指
量

の
指
定
V

－回二宣車

官
奮
し
ぐ
凪
丹
帽
吊
か
う
滋
益
な
曲
押
常
災
嘗
で
あ
A
V

て
．
当
限
曲
作
常
災
嘗
の
後
害
者
の
行
政
よ
の
備
制
剥
釜

の
保
全
岨
帽
を

mhv‘
又
は
出

lam常
災
害
に

thy－四窃

超
過
固
と
な
A
Y

た
洩
入
の
存
立
、
当
限
耐
間
需
災
容
に
起
因

す
る
民
事
に
関
す
る
紛
＆
T

の
迅
渇
か
つ
問
滑
な
解
決
若

し
〈
は
当
謡
曲
什
鎗
剛
氏
嘗
に
係
る
応
愈
低
位
住
宅
の
入
居

者
の
腐
住
の
安
定
に
買
す
る
た
め
の
鍋
置
を
鵬
ず
る
こ

と
が
特
に
必
鍵
と
包
め
ら
れ
る
も
の
が
舟
傘
し
た
＠
合

に
は
、
当
脂
楓
妙
曾
災
．
，
b
z
値
胃
愈
卵
管
災
世
冒
と
し
て
蔵
品
市

で
指
定
す
る
も
の
と
す
る
．

ζ
の
絹
舎
に
お
い
て
、
当

政
政
令
に
陰
、
当
軸
輯
岨
W
定
曲
押
常
災
－
曹
が
畠
同
車
し
た
目
を

”
定
曲
計
鯵
災
害
量
生
B
と
し
て
定
め
る
も
の
と
ず
る
・

2

前
賓
の
最
令
に
お
い
て
捻
‘
次
議
以
下
に
定
め
る
循

置
の
う
ち
当
限
特
定
締
常
削
虫
歯
併
に
対
し
適
用
ナ
ベ

8
槽

置
を
指
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
当
麟
指
定
の
後
、

街
た
に
そ
の
命
の
燭
健
を
適
刈
ず
る
必
艇
が
生
じ
た
と

金
、
は
、
出
副
院
繍
置
を
政
令
で
追
加
し
て
指
定
す
る
も
の

と
す
る
・

ハ行
政
上
の
僧
利
利
盆
に
係
る
・
織
7
自
の
組
長
に
関
す

る
細
面

e

m＝
－
儀
次
に
掲
げ
る
機
別
刷
益
《
以
下
『
岨
肯
定
値
幅
制
利

益
」
と
い
う
J
に
係
る
法
律
．
政
令
又
は
血
明
単
行
取
組

織桂町

内昭
和
＝
十
三
留
守
絵
惨
篠
宮
二
十
A
V
V

第
十
二
粂

第
一
幅
引
を
し
〈
は
第
＋
三
条
置
さ
明
の
命
令
若
し
〈
は

開
法
第
十
回
条
第
－
項
の
俗
ポ
ハ
以
下
『
法
令
』
と
い

う・
v
の
施
行
に
問
ず
る
事
務
役
所
管
す
る
国
の
行

m
a

同
《
阿
法
鱗
三
条
箪
＝
項
に

m
aず
る
囚
の
行
政

m
m

を
い
う
・
以
下
問
じ
J
の
長
《
胤

jm留
の
行
語
鰻
闘
が

伺
棒
笹
－
一条町
m
－
一項
に
混
定
ず
る
愛
員
会
で
あ
る
渇
合

に
S
4
て
は
‘
当
鉱
建
員
会
》
は
．
特
定
曲
押
常
災
害
の

滋
曾
高
官
の
拘
定
制
刺
別
鑑
で
あ
叩
て
そ
の
肯

wmm聞
が

諭

γ嗣
で
あ
る
も
の
ι官
僚
会
し
、
又
MM当
政
特
定
術
科

利
益
で
あ
4

て
そ
の
存
続
鯛
闘
が
院
に
欄
了
し
た
も
の

を
回
復
さ
せ
る
た
め
ぷ
暑
が
あ
る
と
飽
め
る
と
含
は
、

総
定
卯
常
災
宥
舟
生
白
か
ら
扇
集
レ
て
穴
月
を
Mmえ
な

い
関
問
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
自
《
以
下
「
延
長

期
日
」
と
い
う
・v
b
百
限
度
と
レ
て
、
之
れ
ら
の
特
定
福

利
利
益
に
係
る
横

γ
aを
延
長
す
る
一一
置
を
と
る
こ
と

が
で
念
る
．

－

訟
令
に
世
間
づ
〈
行
政
庁
の
処
分

内
情
定
弗
常
災
害

易
生
g
以
前
に
行
ヲ
た
も
の
に
限
る
J
に
よ
り
付
与

さ
れ
た
掬
利
そ
の
他
の
剃
益
で
ゐ
4

て
、
そ
の
存
健

闘
側
が
特
定
抑
鎗
災
曾
易
生
日
以
後
に
組
問
了
す
る
も

の
ニ
議
令
に
部
づ
倉
、何
ら
か
の
利
益
を
付
与
す
る
処
分

そ
の
抽
憾
の
行
為
を
当
際
行
hmに
偏
る
椙
限
含
有
す
る

行
経
償
問
A
閣
の
行
政
魯
間
島
び
ζ
れ
ら
に
置
か
れ

る
樋
側
並
び
に
培
芳
一公
共
団
体
の
機
関
に
限
る
・
V

に

求
め
る
こ
と
が
で

S
る
樋
剰
で

S
q
τ
‘
そ
の
存
続

期
聞
が
総
定
非
常
災
’
ax傘
日
以
後
に
綱

γす
る
も

の

”・
4・
‘ 

・．・-

2

齢
酎
帽
慣
の
旭
川
定
に
よ
る
延
長
の
繍
置
は
、
告
示
に
よ
0
．

当
飯
盛
岡
民
の
対
象
と
な
る
特
定
制
剰
利
益
の
御
輿
と
な

る
法
令
の
条
項
ご
と
に
、
均
値
喝
な
単
位
と
し
て
、
当
餓

繍
置
の
Mm愈
宥
z
a
び
出
制
限
倫
置
に
よ
る
延
長
畿
の
機
了

日
を
指
定
し
て
行
う
ら
の
と
す
る
．

3

・
士
市
恨
の
規
定
に
よ
る
延
援
の
織
置
の
ほ
か
、
同
羽

織
士
号
の
行
政
庁
又
は
問
項

m＝
a
q
の
行
政
機
関
《
次

項
に
お
h
y

て
『
行
島
県
庁
置
さ
と
い
う
・

vu．
一一
定
搾
常

災
害
の
世
保
寄
者
で
あ
司
て
、
そ
の
縛
定
制
剰
刺
撃
に
つ

い
て
保
全
又
は
函
復
を
必
慢
と
す
る
珊
血
栓
配
線
し
た

，
百
に
よ
り
－a7自
の
属
誕
の
申
酬
を
行
司
た
も
の
に

つ
い
て
、
延
袋
岨
問
固
ま
で
の
輔
剛
自
な
柑
定
し
て
そ
の
繍

γ
日
を
延
長
す
る
ζ
と
が
で
seる・

4

属
岡
武
朗
自
が
定
め
ら
れ
た
後
、

m－
羽
又
休
前
項
の

規
定
に
よ
る
泊
T
B
の
延
長
の
鍋
置
も
軍
属
a
R田
町
自
の
盟

日
以
後
に
お
い
て
も
特
に
組
侵
し
て
実
晦
ず
る
必
要
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
k
き
は
．
憧

m
Z恨
の
図
の
行
政
機

－一
の
長
又
は
行
政
庁
世
帯
は
．
開
演
又
は
前
項
の
例
に
阜

じ
、
特
定
縮
刷
剰
益
の
観
世
間
と
な
る
級
品
官
の
条
項
ご
と

に
舗
た
に
政
令
で
定
ぬ
る
日
常
限
度
と
レ
て
、
当
餓
特

定
価
利
利
醤
に
係
る
温
情
了
日
を
更
に
延
長
す
る
機
組
を

と
る
・
』
と
が
で
き
る
・

5

前
各
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
災
轡
そ
の
他
や
む

を
得
な
レ
事
由
が
あ
る
樋
舎
に
お
け
る
特
定
鋼
剃
利
益

に
係
る
期
間
に
関
す
る
一俊
置
に
勺
い
て
他
の
訟
令
に
別

段
の
定
め
が
あ
る
と
8
ほ．

そ
の
定
め
る
と
と
る
に
よ

る．〈制
限
内
に
照
行
き
れ
な
か
q
た
債
務
に
係
る
免
責
に

関
す
る
倫
置
｝

続
四
条

紬
何
定
曲
什
骨
剛
災
容
先
生
B
以
後
に
級
品
引
に
規
定
さ

れ
て
い
る
履
行
期
限
が
到
来
す
る
繍
務
《
以
下
『
舗
W
定

機
務
」
＆
い
う
・
v
で
あ
A
Y

て
、
M
W
定
抑
術
山
間
嘗
に
よ
り

当
医
履
行
刻
限
が
到
来
す
る
宮
で
に
厩
符
さ
れ
な
か
噌

た
も
の
に
つ
い
て
‘
そ
の
不
曙
行
に
偏
る
行
動
相
・
r
E
H
V

刑
事
上
の
賞
優
《
過
料
に
係
る
ら
の
を
倉
匂
以
下
回
平

区

「責
任
」
と
い
う・
v
が
問
わ
れ
る
こ
と
を
病
予
ず
る

必
要
が
あ
る
と
8
は
．
政
令
で
、
特
定
岨
押
常
耐
火
容
発
生

B
か
ら
起
世
界
し
て
閏
月

Lgmえ
な
い
晦
剛
内
に
お
い
て

特
定
信
笥
の
不
履
行
に
つ
い
て
の
免
債
に
係
る
剛
限

《以
下
『
免
責
則
限
」
と
い
う

J
e定
め
ゐ
ζ
と
が
で

，e三
v

・

2

免
責
剛
限
が
定
め
ら
れ
た

aA習
に
お
い
て
‘
免
責

m

m聞
が
到
来
す
る
自
の
前
白
書
で
に
周
符
耐
織
が
到
来
す

る
特
定
纏
勤
”
が
免
貧
困
剛
限
が
副
到
来
す
る
日
曹
で
に
廊
汗

さ
れ
た
と
き
は
‘
当
限
輔
同
定
限
績
が
特
定
岨
押
常
災
容
に

よ
り
般
行
き
れ
な
か
っ
た
・
』
生
に
つ
い
て
、
貸
証
ほ
問

b
れ
な
い
も
の
止
す
る
・
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コ
フ
品
先
貰
矧
闘
が
定
め
ら
れ
た
後
t
前
二
墳
に
定
叫
り
る
免

＆

一

買

の
締
置
＊
免
質
問
限
が
到
来
す
る
自
の
翌
日
以
後
に

お
い
て
も
特
に
綜
緩
レ
て
実
路
す
る
必
要
が
る
る
と
包

め
ら
れ
る
と
舎
は
、
政
令
で
．
特
定
曲
四
腎
拐
の
領
制
使
と
な

る
弘
令
の
糸
唄
ご
と
に
‘
新
た
に
、
当
餓
符
定
畠
帽
務
の

不
館
行
に
つ
い
て
の
免
責
に
係
る
鯛
限
を
定
め
る
こ
と

がで－

eる
・
前
項
の
鍵
定
は
．
ミ
の
喝
合
に
つ
い
て
懲

用
ず
る
・

4
m－Z
帽
恨
の
瓜
忽
に
か
か
わ
ら
ず
‘
特
定
歯
周
務
が
災
害

そ
の
他
m
T
む
を
岨
情
な
い
$
自
に
よ
り
そ
の
履
行
期
限
．か

到
来
す
る
ま
で
に
騎
行
さ
仇
な
か
っ
た
場
合
に
つ
い
て

－

他
の
滋
A

切
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
と
倉
は
‘
そ
の
定
め

る
と
・
』
ろ
に
よ
る
・

円一冊
務
図
通
常
思
血
と
す
る
滋
人
の
mm産
宣
告
の
符
例
一

に

制

す

る

繍

櫨

》

一

mz品
昼
間
特
黛
抑
常
災
’
に
よ
り
そ
の
倒
産
b
4
4
9
q
て
償
一

務
を
先
演
す
る
ζ
と
が
で
骨
E

な
〈
な
A
V

た
法
人
に
対
し

て
は
、
第
二
染
病
－
唄
又
は
算
二
帽
恨
の
霞
令
で
こ
の
粂

に
怨
め
る
伽
画
風
宮
鍋
定
す
る
ら
の
の
施
行
の
回
以
後
符

忽
抑
曾
拠
符
品
開
生
白
か
ら
起
算
し
て
ニ
年
を
鼠
え
な
い

版
図
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
8
ま
で
の
閥
、
破
産

の
窓
告
を
す
る
ζ
と
が
で
含
な
い
．
た
・
た
し
、
そ
の
－
g
一

人
が
、
締
拠
出
叩
で
あ
る
織
合
、
支
払
を
す
る
こ
と
が
で

命
な
し
場
合
又
は
血
臨
海
の
ゆ
立
て
を
し
た
渇
合
は
‘
こ

の
掴
問
。
で
な
い
．

2

俄
判
所
除
、
法
人
に
対
し
て
破
産
の
申
立
て
が
あ
っ

た
岨
咽
品
ロ
に
お
ト
て
、
前
腐
の
規
定
に
よ
り
そ
の
滋
人
に

対
し
て
mm砲
の
立
皆
伝
す
る
‘
－
と
が
で
会
な
い
と
き

は
‘
軍
軍
凪
の

2
eを
街
出
陳
す
る
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
．

3

奴
判
所
は
、
前
市
引
の
決
定
に
係
る
法
人
が
支
払
を
す

る
ζ
与
が
で
念
な
〈
な
？
た
と
き
‘
そ
の
陣
地
問
項
の
決

起
を
す
べ
舎
街
＝
慌
に
線
定
す
る
事
情
に
つ
い
て
変
更

が
ゐ
？
た
と
8
は
、
取
立
て
に
よ
り
又
は
聡
績
で
、
そ

の
決
定
金
取
り
捌
ザ
ζ
と
が
で
き
る
・

4

前
＝
羽
の
鍵
定
に
主
る
決
定
に
対
し
て
は
‘
不
慮
を

申
し
立
て
る
ζ
と
が
で
余
な
い
・

5

民
法
制
智
子
丸
等
法
係
費
十
九
き
第
七
十

粂
鮪
＝
項
《
他
の
法
軸
停
に
お
い
て
湖
周
ず
る
喝
合
を
含

む．
v
の
線
記
は
、
特
定
仰
傭
災
害
発
生
白
か
ら
第
一
項

に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
自
主
で
の

m．
向
原
本
文

の
紘
入
に
つ
い
て
は
遇
制
し
な
い
・

Am民
冒
申
鯛
停
訟
に
よ
る
闘
停
の
申
立
て
の
手
散
料
の
符

圃
円
に
関
ず
る

m憧》

m穴
血
罵
値
判
定
砂
然
災
警
に
よ
り
借
地
織
叡
関
係
そ
の
他

の
民
事
上
の
銭
抽
間
関
係
に
箸
し
い
混
由
民
を
生
ず
る
お
そ

九
が
あ
る
治
区
と
し
て
依
令
で
定
め
る
も
の
に
特
定
抑
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常
災
寄
発
出
耳
目
同
b
n
hて
餅
所
1
岡町臨
m
．
管
集
所
為
ば
『

事
務
所
＊
有
レ
て
い
た

eが
、
胤
づ
餓
特
定
非
常
災
害
に
一

起
因
す
る
島
由
’
に
問
す
る
紛
晶
T

に
つ
晶
守
、
特
定
岨
押
常
災
一

嘗
発
生
目
以
後
当
巌
特
定
曲
作
常
災
帯
発
生
E
か
ら
E
a
一

し
て
一
一
軍
－

e制
唱
え
危
い
筒
銅
山
門
に
お
い
て
愈
令
で
定
め
一

る
B
宮
で
の
聞
に
‘
民
宙
’
調
停
訟
に
よ
る
闘
停
の
申
立
一

て
を
す
る
樋
舎
に
は
‘
同
凶
宙
’
飯
盛
－R
周
曹
司
に
関
す
る
法
一

拍
押
【
昭
和
一
＋
穴
隼
法
律
鱗
四
十

aeV
郷
三
各
市
第
一
環
一

の
焼
縫
に
か
か
わ
ら
ず
‘
そ
の
ゆ
立
て
の
午
賃
制
”
を
納
一

め
る
こ
と
を
慢
し
必
ir
－

－

《
建
鋳
訴
場
訟
に
よ
る
応
急
磁
般
信
宅
の
存
続
期
聞
の

一

縛

例

に

闘

す

る

繍

思

一

節
セ
且
罵
鎗
飾
品
幽
串
法
線
＝
条
郷
三
十
－
一
号
の
特
定
行
政
一

斤
は
‘
同
故
郷
八
＋
五
条
幽
m
d
項
の
曲
作
常
災
嘗
叉
は
聞
咋

粂
第
二
項
の
誕
－
eが
特
定
曲
作
需
拠
容
で
ゐ
る
渇
合
に
お
一
山
川

い
て
‘
鎗
災
直
匂
の
住
宅
の
精
製
に
応
ず
る
に
足
り
る
司
君

一

川

酬

当

な

華

が

不

足

す

る

た

め

同

議

量

産

員

三

公

宜

g
Z
3密
損
害
2
舗
を
霊
す
る

す
る
嗣
剛
容
m
耐
え
て
当
堅
実
者
の
居
住
の
舟
に
供
J
t
一
首
相

2
2に
公
布
す
る
・

れ
て
い
る
応
急
仮
眠
息
衝
物
で
あ
る
住
宅
を
存
畑
町
さ
せ
．

る
必
要
が
あ
り
‘
か
っ
、
由
民
念
上
．
防
火
上
及
び
街
隼

上
支
障
が
な
い
と
認
め
る
止
さ
は
‘
問
項
後
段
の
娘
。
厄

に
か
か
わ
ら
ず
、
吏
に
田
匁
を
届
え
な
い
筒
鴎
内
に
点

い
て
問
圃
慣
の
併
可
の
閉
聞
を
嵐
長
サ
る
こ
と
が
で
念

る
・
当
鰍
嵐
援
に
係
る
叫
剛
聞
が
温
情
了
し
た
織
舎
に
お
い

て、

ζ
れ
を
更
に
属
混
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
‘
間
却

と
す
る
・附
附

〈施
行
期
日
等
v

l

ζ
の
法
織
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
次
の
各
号

に
婦
げ
る
細
川
府
風
俗
、
そ
れ
ぞ
九
当
験
各
母
に
定
め
る
災

事
に
つ
い
て
週

mナ
る
・

一

第
＝
条
五
ぴ
第
七
晶
棋
の
鰻
定
皐
成
七
年
一
月
一

日
以
後
に
発
注
し
た
剛
氏
嘗

四一
第
三
条
か
ら
第
六
象
宣
で
の
闘
隅
定
平
成
λ
年
四

月
一
白
以
後
に
宛
＆
し
た
災
，

内個
土
庁
陵
偉
訟
の

－
山
崎
球
疋
》

2

国
土
庁
役
軍
出史
郎
副
刊
悶
十
九
年
法
線
第
九
十
八
号
》

の
－
個
師
を
次
の
よ
5
に
患
脱
色
す
る
・

第
四
条
中
郷
＝
十
六
却
を
画
期
＝
十
七
号
と
し
‘
第
二

十
五

e
e
mz十
穴
骨
と
L
‘
第
三
十
回
毎
を
第
二
十

玄
aqと
し
‘
婦
二
十
霊
妙
の
次
に
決
の

－
の
を
加
え
ゐ
．

二
十
回
幽
W
定
曲
押
解
説
嘗
の
被
，

aの
掴
剰
利
益
の

保
令
轟
を
図
る
た
め
の
特
別
掲
慨
に
関
す
る
法
律

〈平
低
八
修
治
機
鮪
八
十
玄
毎
》
の
絡
行
に
岡
寸

ゐ
g
a
m
b事
処
糧
ず
る
ζ
と．

園
間
七
条
雷
同
二
羽
由
宇

崎－
m関
条
続
＝
十
回

a
Z』
を
「
第

四
条
書
写
玄
勿
亡
に

M
0
．

凶

パ
建
勧
眠
術
殴
置
法
の
－
田
町
聖
仲
。

3

趨
睡
眠
省
随
陣
底
《
昭
和
エ
＋
－
－革
法
微
鏡
富
十
三
号
V

の
－
B
4
g次
の
よ
う
に
改
正
す
る
．

第
一－一
条・
m
g＋
玄
＠
中
『
亙
び
腹
鏑
血
刊
の
耐
湿
改
修

の
促
進
に
関
す
る
滋
徳
《
平
戚
包
年
油
取
得
第
百
＝
＋
一
一
－

aqど
を
『
．

S
鏑
抽
w
の
耐
舗
改
修
の
俊
道
に
関
す
る
滋

律
《
平
成
七
隼
注
微
量
罰
百
三＋－－
吾，
V

及
び
幽
荷
定
跡
常

災
嘗
の
也
容
替
の
欄
利
利
益
の
傑
念
瞳
帽
を
図
る
た
め
の

鱒
別
指
巴
に
闘
す
る
滋
怖
《
平
底
入
銀
法
微
量
罰
入
十
五

号
ど
に
改
め
る
・

Ill I n.; 

令｜

” 
御． 
名

平
成
八
年
穴
月
十
回
目
内
閣
総
壇
穴
医

綱
本
健
太
郎

－R
令－
m
百
七
＋
玄
－号

公
正
取
引
書
H
R
a
a
F鞠
M
同
級
鎗
令
の
二
舗
を
改
正

す
る
敬
令

内
閣
は
、
私
的

8
6の
慣
昨
夏
ぴ
公
定
取
引
の
磁
保
に

関
す
る
・
法
律
命
第
三
±
革
法
悌
世
間
蕊
十
悶
号
V

第
三

十
日
乳
条
第
玄
項
に
お
い
て
期
間
す
る
国
旗
符
政
組
銀
法

宙
望
和
二
士
一軍
法
傍
宙
開
百
＝
十
号
V

第
七
条
町
野
五
項
及

び
購
六
項
並
び
に
鰐
十
九
粂
郷
三
項
並
び
に
払
的
組
占
の

鱗
止
及
ぴ
公
正
取
引
の
碕
曲
慨
に
関
す
る
泡
愉
銃
一
－
一十
一玄
粂

の
ニ
第
二
項
の
規
定
に
事
づ
身
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
・

公
正
取
引
窃
員
会
移
務
凶
同
級
圃
零
面
白
利
一
－＋
七
隼
政

令
第
三
宇
宙
七
十
三
号
》の－

邸
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
・

題
名
を
次
の
よ
う
に
政
め
る
・

公
正
取
町
畏
員
会
$
窃
峰
崎
総
量
司
令

目
次
中
『
仰
の
』
b
z

『ロ
阿
の
』
に
、
『
縫
調
飾
（
第
十
四

条
｜
第
十
九
条
ど
を
『
縫
筏
厳
到
騎
《
第
十
四
条
I
第
四
一

＋
聞
き
に
、
『
樫

M
m綿
綿
一
立
刊
拡
許

認

笠

言

語

’

zs－・
2粂
1
第
三
十

amと
に
改
め
る
・

「－
m
－
鮪
官
邸
ぷ
ぴ
慢
の
殴
置
務
」
b
z

『

m－
節

官
房
及
び
風
間
の
殴
田
園
守
』
に
改
め
る
・

第
一
条
を
次
の
よ
う
に
政
め
る
・

門
官
房
、
局
混
ぴ
曲
師
の
賃
値
宙

m－
象
公
正
取
引
要
員
会
の
，
a初
鑓
局
に
‘
宵
師
及
ぴ

次
の
＝
目
聞
を
・
〈
．

経
演
取
引
鱒

審
糞
局

2

経
涜
叙
引
局
に
取
引
制
即
命
、
，
糞
U
聞
に
特
別
・
蜜
幽
即

を
置
ぐ
．

皆
吉
一
条
努
－
項
中
『
g
AC
bg
コ－
人
」
に
改
め
．
同

畳
間
第
二
項
中
「
事
務
局
鼻
－
を
『
’
務
総
長
』
に
、
『
事
担
割

島
の
』
を
『
事
務
総
回
聞
の
」
に
改
め
る
・

第
一
回
一
条
恵
三
項
官
官
喜
局
き
な
「
本
鞠
総
長
』
に
‘

「e
’
務
局
の
」
を
『
事
務
総
局
の
』
に
後
め
る
・

第
五
条
’
m
－
号
中

『局
内
事
白
羽
』
を
『

gm総
周
の
局

務
』
に
改
め
、
同
条
甥
国
母
曲
中

『嘗
”
の

W
績
と
の
下
に

『
《
私
的
袋
占
の
終
止
及
ぴ
公
正
取
引
の
磁
僚
に
関
す
る

法
律
《
昭
和
三
十
三
年
法

m－m
豆
＋
包

e・
以
下
『
鎗
占

銭
止
法
』
と
い
う
J
第
玄
十
土
般
の
－
－
の
続
出
足
に
よ
り
、

公
正
取
引
受
員
会
が
讐
判
官
脅
し
て
行
わ
せ
る
・
』
と
と
し

た

g
B聞
を
帥
陣
〈
．
第
十
条
麟
十
三
母
に
お
い
て
問
じ
．
ど

を
釦
え
、
向
粂
節
穴
暑
希

『
そ
の
他
僧
皿
即
』
を
『
前
－量併
4

に
陶
げ
る
も
の
の
ぬ
か
‘
事
務
総
局
の
局
窓
’
wmで
値
”

の
所
骨
平
』
に
改
め
る
・

第
六
条
〈
見
出
し
を
含
む
J
ゆ

『経
済
Mm』
を

『縫説明

取
引
用
」
に
改
め
‘
同
条
中
第
三

ebEm窓
停
と
し
‘

m

条
Emニ
易
手
『
制
求
』
の
下
に
『
滋
ぴ
に
店
出
、
報
告
及

び
通
知
の
受
閣
情
」
を
加
え
‘

ma可
を
間
後
鵬
回
毎
と
し
．

開
条
第
－
号
を
同
条
第
一
回
一
傍
と
し
、
閉
母
の
前
に
次
の
二

号
を
加
え
る
・

－

魯』
O
薗
吊
止
画
岨
慣
に
関
す
る
必
窓
的
事
項
の
企
幽
に

関
す
る
・
？
f

、

＝
回
会
に
対
ナ
る
怠
H
X
の
銀
出
に
関
す
る
こ
と
．

姉
六
条
に
次
の
五
a司
を
加
え
る
・

占
ハ
不
公
正
な
取
引
方
法
の
指
定
に
関
す
る
ζ
＆・

七
再
般
車
苅
係
格
に
飼
す
る
脳
間
四
＠
の
繍
泡
に
間
ナ
る
こ

・ι

．
八
下
街
代
金
支
払
遷
延
滞
防
比
法
門
脇
創
刊
－
Z
＋－

Z申

訟
締
瞳
罰
百
二
十
骨
》
の
聾
行
に
関
す
る
ζ
と・

九
不
当
容
器
五
ぴ
不
泊
費

mm此抽間
《随
想
－
一十

七
年
法
律
察
官
三
十
回
号
》
の
鈍
行
に
関
す
る
こ
と

宿
泊
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
危
険
〈
J
・
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平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
特
定
非
常
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関

す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
年
七
月
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
二
百
十
一
号

平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
特
定
非
常
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定

に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年

法
律
第
八
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
前
段
、
第
三
条
第
一
項
、
第
四
条
第
一
項
、
第
五
条
第
一
項
、
第
六

条
並
び
に
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
特
定
非
常
災
害
の
指
定
）

第
一
条

特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」

と
い
う
。）第
二
条
第
一
項
の
特
定
非
常
災
害
と
し
て
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
に
よ
る
災
害
を
指
定
し
、
同
年
六
月
二

十
八
日
を
同
項
の
特
定
非
常
災
害
発
生
日
と
し
て
定
め
る
。

（
特
定
非
常
災
害
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
）

第
二
条

前
条
の
特
定
非
常
災
害
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
と
し
て
、
法
第
三
条
か
ら
第
七
条
ま
で
に
規
定
す
る
措
置

を
指
定
す
る
。

（
行
政
上
の
権
利
利
益
に
係
る
満
了
日
の
延
長
期
日
）

第
三
条

第
一
条
の
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
の
法
第
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
日
は
、
平
成
三
十
年
十
一
月
三

十
日
と
す
る
。

（
特
定
義
務
の
不
履
行
に
つ
い
て
の
免
責
に
係
る
期
限
）

第
四
条

第
一
条
の
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
の
法
第
四
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
特
定
義
務
の
不
履
行
に
つ
い
て

の
免
責
に
係
る
期
限
は
、
平
成
三
十
年
九
月
二
十
八
日
と
す
る
。

（
法
人
の
破
産
手
続
開
始
の
決
定
の
特
例
に
関
す
る
措
置
に
係
る
期
日
）

第
五
条

第
一
条
の
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
の
法
第
五
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
日
は
、
平
成
三
十
二
年
六
月
二

十
六
日
と
す
る
。

（
相
続
の
承
認
又
は
放
棄
を
す
べ
き
期
間
の
特
例
に
関
す
る
措
置
に
係
る
地
区
及
び
期
日
）

第
六
条

第
一
条
の
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
の
法
第
六
条
の
政
令
で
定
め
る
地
区
は
、
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
に
際

し
災
害
救
助
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
八
号
）
が
適
用
さ
れ
た
同
法
第
二
条
に
規
定
す
る
市
町
村
の
区
域
と

す
る
。

２

第
一
条
の
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
の
法
第
六
条
の
政
令
で
定
め
る
日
は
、
平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
八
日
と
す

る
。

（
調
停
の
申
立
て
の
手
数
料
の
特
例
に
関
す
る
措
置
に
係
る
地
区
及
び
期
日
）

第
七
条

第
一
条
の
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
の
法
第
七
条
の
政
令
で
定
め
る
地
区
は
、
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
に
際

し
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
同
法
第
二
条
に
規
定
す
る
市
町
村
の
区
域
と
す
る
。

２

第
一
条
の
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
の
法
第
七
条
の
政
令
で
定
め
る
日
は
、
平
成
三
十
三
年
五
月
三
十
一
日
と
す

る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

野
田

聖
子

法
務
大
臣

上
川

陽
子


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